
〈生徒の正答数分布グラフ〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈設問ごとの平均正答率〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈設問ごとの平均無解答率〉 
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学習指導要領で育成を目指す資質・能力を踏まえ、測定しようとする資質・能力を発揮することが求め

られる言語活動を展開する文脈を重視した。 

問題作成の趣旨 

             ◇･･･比較的できている点   ◆･･･課題のある点 

◇語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意して、意味を捉えることは概ねできている。 

◆複数の資料を読み取り、自分の経験や知識と関連させて考えや意見を書くことに課題が見られる。 

結果概要 

〈分類・区分別集計結果〉 

 分類 区分 問題数 正答率 

学
習
指
導
要
領
の
内
容 

知識及び
技能 

言語の特徴や使い方に関する事項 3問 70.9% 

情報扱い方に関する事項 (1問) 30.5% 

我が国の言語文化に関する事項 2問 37.3% 

思考力、
判断力 
表現力等 

話すこと・聞くこと 3問 34.9% 

書くこと 3問 37.3% 

読むこと 3問 43.3% 

評価の観点 
知識・技能 (6問) 53.0% 

思考・判断・表現 9問 38.5% 

問題形式 

選択式 6問 52.6% 

短答式 5問 46.9% 

記述式 3問 28.0% 

 

中学2年生 国語 

23.3% 

23.1% 

正答率 30%未満 27.7% 
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〔第 2学年 C読むこと ⑴オ〕 文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け、自分の考えを広げたり深めたりすること。 

【趣旨】文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け、自分の考えを広げたり深めたりすること。 

特に課題の見られた領域・問題と指導改善のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   問題 あなたは補助犬について、どのような考えをもちましたか。 

       条件にしたがって書きなさい。 

具体的な設問例 

【大問 2(4)】 

〈正答例〉 
・資料3から、介助犬の数と聴導犬の数がゼロで 
ある都道府県があることや、日本国内の盲導犬 
の頭数が2015年度から2024年度にかけて 
年々減っていることがわかる。私がこれまでに 
補助犬を見かけたのは数回程度であり、補助犬 
の数はあまり多くは無いのだろうと思ってい 
た。しかし、資料２の介助犬ユーザーの話からも 
わかるように、補助犬はユーザーの心身を支え 
るという大切な役割を果たすため、全国的に頭 
数が増えるとよいと思った。 

 
○それぞれの資料（文章）の情報を適切に読み取り、理解することができていない。 
○資料（文章）から読み取ったことを自分の知識や経験と結び付けて、自分の考えを明確に表現する 
  ことに課題がある。 

誤答例の分析と課題 

 

〇学習指導要領が示す資質・能力（指導事項）がどういう力なのかを教師が十分に理解し、育成を目指す資質・能力に適

した言語活動を設定し、言葉による見方・考え方を働かせた主体的な学習活動の展開が重要です。 

〇育成を目指す資質・能力に関する「Bと判断する状況」を具体的に想定し、モデル文等を作成するなど、目指す児童生

徒の姿をより明確にし、指導のポイントを確認することが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導改善のポイント【授業例】 

【授業例】 生徒が見方・考え方を働かせて主体的に言語活動に取り組むための問いを持たせる場面 

〈誤答例〉 
・補助犬は人の目、耳、手足となって働くように 
 訓練された犬だと資料１からわかったが、資料 
 ３を見ると、盲導犬、介助犬、聴導犬とも、福岡 
 県、鹿児島県、沖縄県の頭数は関東や関西地方 
 に比べて少ない上に、日本国内の盲導犬の実 
 働頭数は2015年度から2024年度にかけて 
 年々減ってしまっている。以上のことから、補 
 助犬を必要とする人たちが困っている可能性 
 が高いので、補助犬がもっと増えてほしいと感 
 じる。 

「資料(文章)の内容には、自分のこれまでの経験や、知っていることと、どのような関
連がありそうですか。(書き出してみよう・話し合ってみよう)」 

「資料(文章)の内容について、自分のこれまでの知識や経験と関連させながら読むこと 
で、どのようなことが理解でき、どのような考えをもつことができたかな。」 

「どんな情報が示されているのかな。」「資料(文章)が伝えたいことはなんだろう。」 
「自分の経験や知識とつながるのは○○かな。」 

「資料(文章)の内容を通して、○○について理解や知識を深めることができた。そこか
ら、○○という考えを持った。」 
「資料(文章)で示している○○から、○○という新たな考えを持つことができた」 
「自分は○○という考えを持ったが、他の人はどのように考えたのだろう。」 
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〈生徒の正答数分布グラフ〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈設問ごとの平均正答率〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈設問ごとの平均無解答率〉 
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学習指導要領で育成を目指す資質・能力を踏まえ、「事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだし、問

題を自立的、協働的に解決する過程を遂行する」という数学的活動を行う文脈を重視した。 

問題作成の趣旨 

             ◇･･･比較的できている点   ◆･･･課題のある点 

◇数直線上の正負の数の大小関係や、比例・反比例の性質については概ね理解できている。 

◆数量及び数量の関係を文字を用いた式で表すことに課題が見られる。 

結果概要 

〈分類・区分別集計結果〉 

分類 区分 問題数 正答率 

学習指導要領の

領域 

数と式 13問 35.3% 

図形 (4問) 40.0% 

関数 5問 58.4% 

データの活用   

評価の観点 
知識・技能 16問 43.7% 

思考・判断・表現 2問 25.9% 

問題形式 

選択式 2問 62.5% 

短答式 14問 41.0% 

記述式 2問 25.9% 

 

中学 1年生 数学 

正答率 30%未満 38.2% 

15.7% 

14.8% 

3



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔第 1学年 A数と式 ⑵ア(エ)〕 数量の関係を文字を用いた式に表すことができることを理解すること。 

【趣旨】 連続する２つの偶数を文字式で正しく表現できるかどうかをみる。 

特に課題の見られた領域・問題と指導改善のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   問題 「偶数」と「連続する 2つの偶数」を文字を用いた式で表す。 

       ※整数を nとしたときの「偶数」と「連続する 2つの偶数」の表し方 

具体的な設問例 

【大問 5】 

〈正答例〉 

(ア) 2n (イ) 2n+2 

 

❶「4、8」となるように、連続しない 2つの偶数を表す場合があることを捉えることができていない。 

❷n=5のとき、「n+2、n+4」は「7、9」となるように、連続する 2つの奇数を表す場合があることを 

  捉えることができていない。❸も同様に、n=4のとき、「n−1、n+1」は「3、5」となる場合がある。 

誤答例の分析と課題 

 

●数量及び数量の関係を文字を用いた式で表すことが 

  できるようにする。 

 

 

 

 

  連続する2つの偶数を文字を用いて表現する活動を取り 

  入れる。その際、nを整数としていることや、偶数とは２で 

  割ったときに余りが０になる整数であることから、偶数を 

  2nと表せることを確認することが大切である。 

  その上で、連続する2つの偶数とは「４、６」、「１０、１２」の 

  ように、ある偶数とその偶数に２を加えた数であること 

  （「４、４＋２」、「１０、１０＋２」）を確認し、連続する2つの 

  偶数を「2n、2n＋２」などと表現できるようにする。 

  また、例えば、連続する2つの偶数を「n＋２、n＋４」と表 

  した場合を取り上げ、これらの式のnに具体的な整数を 

  代入したときに連続する2つの偶数を表さない場合があ 

  ることを理解できるように指導する。さらに、連続する 

  3つの偶数や、連続する2つの奇数などを、文字を用いた 

  式で表す活動を取り入れることも考えられる。 

 

指導改善のポイント【授業例】 

【授業例】 

⑴偶数の意味と性質を確認する。 

  ・2の倍数 → 2×(整数) 

  ・2で割ると余りが 0になる。 

⑵偶数を文字で表す。 

  整数 nを用いると、偶数は 2nで 

  表されることを確認する。(重要!!) 

⑶連続する 2つの偶数を文字で表す。 

  「4、6」を擬変数を用いて表すと、 

  「４、４＋２」、「１０、１０＋２」と表され 

  ることを確認し、整数ｎを用いると、 

  2n、2n+2と表される。 

⑷「n＋２、n＋４」などの誤答を取り上 

  げ、具体的な整数を代入したときに 

  連続する2つの偶数を表さない場合 

  があることを確認する。 

⑸偶数を文字を用いた式での表し方を 

  振り返る。 

⑹条件を変え、「連続する 3つの偶数」 

  や「連続する2つの奇数」を文字を用 

  いた式で表させる。 

数量及び数量の関係を捉え説明する場面では、事象に

おける数量や数量の関係を文字を用いた式で表すこと

ができるように指導することが大切である。 

〈誤答例〉 

❶(ア) 2n  (イ) 4n 

❷(ア) n+2 (イ) n+4 

❸(ア) n－1 (イ) n+1 
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〈生徒の正答数分布グラフ〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈設問ごとの平均正答率〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈設問ごとの平均無解答率〉 
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〈分類・区分別集計結果〉 

分類 区分 問題数 正答率 

学習指導要領の

領域 

数と式 7問 33.4% 

図形 5問 29.3% 

関数 3問 48.0% 

データの活用 3問 35.8% 

評価の観点 
知識・技能 14問 41.2% 

思考・判断・表現 4問 13.6% 

問題形式 

選択式 5問 48.1% 

短答式 9問 37.4% 

記述式 4問 13.6% 

 

正答率 30%未満 49.2% 

 

学習指導要領で育成を目指す資質・能力を踏まえ、「事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだし、問

題を自立的、協働的に解決する過程を遂行する」という数学的活動を行う文脈を重視した。 

問題作成の趣旨 

             ◇･･･比較的できている点   ◆･･･課題のある点 

◇正負の数の計算や日常の事象を関数で表し、変化の様子を考察することは概ねできている。 

◆事実・事柄の説明、理由の説明、方法の説明など説明することに課題が見られる。 

結果概要 

中学2年生 数学 

8.9% 

46.6% 
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〔第 2学年 A数と式 ⑵イ(イ)〕 文字を用いた式を具体的な場面で活用すること。 

【趣旨】 整数の性質を文字を用いて一般化したうえで、導かれる結論の理由を正しく説明することができるかどうかをみる。 

特に課題の見られた領域・問題と指導改善のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   問題 「連続する 2つの奇数の和は 4の倍数になる」という予想が成り立つ 

   ことを、文字を用いた式を利用して説明する。 

具体的な設問例 

【大問 7⑵】 

 

❶文字を用いることの必要性と意味、文字を用いる良さについて理解ができていない。 

❷偶数や奇数などの数を文字を用いた式で表したり読み取ったりすることに課題が見られる。 

❸目的に応じて、式を変形することに課題が見られる。例：４の倍数 → 4×(整数) 

誤答例の分析と課題 

 

●事柄が成り立つ理由を、筋道を立て、根拠を明確にして 

  説明できるようにする。 

 

 

 

 

  連続する2つの奇数を、❶文字を用いて表して、その和を 

  ❷4×（整数）の形の式に変形すればよいという見通しを 

  もち、計算結果を式変形して説明できるようにすることが 

  大切である。(文字を用いる必要性・目的に応じた式変形) 

●問題解決の過程や結果を振り返り、新たな性質について 

  統合的・発展的に考察できるようにする。 

 

 

 

 

 

  「連続する２つの奇数」から「連続する３つの奇数」に変え 

  て、成り立つ性質を予想したり、その予想が成り立つこと 

  を説明したりする活動を取り入れることが考えられる。 

事柄が一般的に成り立つ理由を、構想を立て、文字式

や言葉を用いて根拠を明確にして説明できるように 

指導することが大切である。 

指導改善のポイント【授業例】 

〈正答例〉 

ｎを整数とすると、連続する２つ

の奇数は２n－1と２n＋1と表さ

れる。 

その和は、(２n－1)＋(２n+１)

＝４nとなる。 

nは整数なので、４nは４の倍数

である。 

したがって、連続する２つの奇数

の和は４の倍数になる。 

〈誤答例〉 

❶具体的な数で説明している。(一般化できて 

  いない) 

  1＋3＝4、3＋5＝8 → 4の倍数 

❷「連続する 2つの奇数」を、文字を用いて 

  表すことができない。 

  ｎ、ｎ+1や 2m＋1、2n＋1 

❸4の倍数になることを説明できない。 

  4n＋4＝4(n＋1)に変形できない。 

❹無解答が多い。 

数学の事象から問題を見いだし、数学的な推論などに

よって問題を解決し、解決の過程や結果を振り返って

数量や図形などの性質を見いだし、統合的・発展的に

考察できるように指導することが大切である。 

【授業例】 

⑴連続する 2つの奇数をいくつか取り 

  上げ、それらの 2つの和に共通する 

  性質を予想する。(4の倍数など) 

⑵予想した性質がいつでも成り立つ 

  ことを示すにはどのように考えれば 

  よいのか見通しを立てる。また、4の 

  倍数は 4×(整数)で表されることを 

  確認する。(重要!!) 

⑶連続する 2つの奇数を文字で表す。 

  ｎを整数とすると、2n−1、2n＋1 

  と表される。(2n＋1、2n＋3も取り 

  上げてもよい) 

⑷それらの和が 4の倍数であることを 

  説明する。 

  (2n−1)＋(2n＋1)＝4n 

  nは整数だから、4nは 4の倍数 

⑸説明の過程を振り返る。 

⑹条件を変え、「連続する3つの整数の 

  和」について考えさせる。 
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〈生徒の正答数分布グラフ〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈設問ごとの平均正答率〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈設問ごとの平均無解答率〉 
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〈分類・区分別集計結果〉 

分類 区分 問題数 正答率 

学習指導要領の

領域 

聞くこと 6問 48.0% 

読むこと 6問 47.7% 

話すこと(やりとり/発表) (3問) 50.1% 

書くこと 12問 37.9% 

評価の観点 
知識・技能 17問 41.0% 

思考・判断・表現 10問 46.3% 

問題形式 

選択式 15問 47.3% 

短答式 6問 30.1% 

記述式 3問 39.9% 

 

8.1% 

正答率 30%未満 34.7% 

 

学習指導要領で育成を目指す資質・能力を踏まえ、「知識及び技能」を測ることに加え、それらをコミュニケー

ションを行う目的や場面、状況などに応じて活用できる「思考力、判断力、表現力等」を測ることを重視した。 

問題作成の趣旨 

             ◇･･･比較的できている点   ◆･･･課題のある点 

◇会話の内容を理解し、英語の基本的な文法事項を踏まえた上で、適切な語を選ぶことは概ねできている。 

◆会話が成り立つように、数を尋ねる疑問詞を用い、正確な疑問文を書くことに課題がある。 

結果概要 

中学 1年生 英語 

7.6% 
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〇コミュニケーションを行う目的や場面、状況などを設定し、言語活動と指導を繰り返しながら、表現内容 
  (内容面)の適切さや英語使用（言語面）の正確さを高めましょう。 
○聞いたり読んだりしたことを、話したり書いたりするなど、領域を統合した言語活動を行いましょう。 
  【言語活動を通して英語によるコミュニケーションを図る資質・能力を育成する学習の流れ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【書くことの指導の留意点】 

◎単調な繰り返し学習（ドリルのような学習）に終始するのではなく、「書く目的」を明確に持たせることが大切です。また、言語面にお

ける生徒の気付きを促すような指導の工夫が必要です。 ➤指導改善のポイント（３年生）に「書くこと」について記載あり。 

【授業例】 〈話すこと(やり取り）) ※領域を統合した言語活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 「平成 31年(（令和元年度）【中学校】授業アイディア例」を参考に作成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❶会話の文脈から本の数を尋ねる疑問文だと理解はできていると思われる。しかし、数を尋ねるときは、 

How many ＋ 複数形の名詞（可算名詞）の形を用いるという知識が不足している。 

❷manyとmenyが混同したりmanyが欠落したりしている。 文法事項（綴りを含む）を学んでは意味

ある文脈で使い、使っては学ぶといった練習と実際の使用のサイクルを繰り返すことが不足している。 

誤答例の分析と課題 

Oh, I have 500 books! I read many books 

in my free time. ❻ 

Oh, you like manga! Nice! Do you have 

many books at home? ❸ 

Oh, how many BOOKS do I have at home? 

Well, I have about 200 BOOKS.  How about 

you? How many BOOKS do you have? ❺ 

❶ 

教師自身のことから 

❸ 

やり取りの継続 

❺ 

やり取りを妨げな

い程度に強調して

発話 

 

◇〔書くこと ア〕 関心のある事柄について、簡単な語句や文を用いて正確に書くことができる。 

◆【趣旨】 文法事項や言語の働きなどを理解して正確に書くことができるかどうかをみる。 

特に課題の見られた領域・問題と指導改善のポイント 

Yes. I like manga! ❷ 

(例）A: Is this ( you ) pen?    ⑵ A: How （ book ） do you have in your room? 

   B: No, it’s not.  答え( your )      B: I have thirty. 

 

 

 

 

   問題 例を参考にしながら、（  ）内の語を適切な形に変えたり、不足している語 

       を補ったりして、それぞれ会話が成り立つように英文を完成させなさい。 

具体的な設問例 

【大問 6⑵】 

Yes. I have many book. 

How many book do you have, Ms. Higa? ❹ 

教師主導でやり取り

や発問、話題の投げ

かけをおこなう 

生徒同士でやり取

りを行う 

 

「内容の適切さ」や「英語

使用の正確さ」について

気付きや再確認を促す 

同じ活動や類似のトピックを用いたやり

取りを再度行う 

ペアを変えて生徒同士、代表生徒と教師 

S-S 
Interaction 1 

Sharing 
S-S or S-T  

Interaction ２ 
Interactive 

Teacher Talk 

I like reading books in my free time. 

Do you like reading books too, Yuma? ❶ 

指導改善のポイント【授業例】 

〈正答例〉 

How ( many books ) do you have in your room? 

〈誤答例〉 

・How ( many book ) do you have in your room? 
・How ( meny book ) do you have in your room? 
・How ( books ) do you have in your room? など 

❹質問に答えるだけでなく、疑問詞を使って相手に尋ねたり会話を継続・

発展させたりするよう日頃から指導することが大切です。 

❻の後には、ペアを変えて発話。その際に＂How many books do you 

  have, 〇〇san ?＂ と修正しているかを見取りましょう。 
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〈生徒の正答数分布グラフ〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈設問ごとの平均正答率〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈設問ごとの平均無解答率〉 
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学習指導要領で育成を目指す資質・能力を踏まえ、「知識及び技能」を測ることに加え、それらをコミュニケー

ションを行う目的や場面、状況などに応じて活用できる「思考力、判断力、表現力等」を測ることを重視した。 

問題作成の趣旨 

             ◇･･･比較的できている点   ◆･･･課題のある点 
◇日常的な会話を聞き、必要な情報を正確に聞き取ることは概ねできている。 

◆日常的な話題について読んだ内容の概要を捉え、その内容について適切な語句を使い正確な文を書くことに課題がある。 

◆社会的な話題について読んだ内容の要点を捉え、その内容について考えと理由を書くことに課題がある。 

結果概要 

中学2年生 英語 

〈分類・区分別集計結果〉 

分類 区分 問題数 正答率 

学習指導要領の

領域 

聞くこと 5問 64.6% 

読むこと 6問 26.9% 

話すこと(やりとり/発表) (4問) 50.8% 

書くこと 14問 30.1% 

評価の観点 
知識・技能 15問 41.8% 

思考・判断・表現 14問 34.4% 

問題形式 

選択式 13問 45.4% 

短答式 8問 23.7% 

記述式 4問 31.4% 

 

正答率 30%未満 39.4% 

35.5% 

22.8% 
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○生徒が、まとまりのある文章を最初から最後まで読み、一語一語や一文一文の細かな意味にのみ 
  とらわれず、大まかな内容や流れを捉えるよう指導しましょう。 
○読んだ内容の概要や自分の考えを、伝え合う言語活動につなげましょう。 
○聞いたり読んだりしたことを、話したり書いたりするなど、領域を統合した言語活動を行いましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【読むことと書くことについて】 

令和 5年度全国学力・学習状況調査報告書 コラム❻ 【小学校外国語科での学習を踏まえて中学校初期の「書くこと」を指導する】一部抜粋 

◎読んだり書いたりする学習を行った直後に正確に書くことができたとしても、実際のコミュニケーションの場面でその英文を活用することが 

  できるようになるには時間が必要になる。 ➤だからこそ、練習のような当該単元で学習した語や文法事項のみを使用して書く活動だけでな 

  く、既習事項も含めて書くことの言語活動を適切に設定することが求められます。 

【授業例】 
「Yutaが沖縄のオバーツーリズムについて書いたスピーチの概要を捉える」という 

読む目的を明確にすることが大切です。 
 
 
 
 
 
段落ごとに主な内容を表す英文と、その具体的な情報を表す英文を区別しながら 
読むように指導することが大切です。 

一人一台端末の書き込み機能を活用すると効果的です 
 
 
 
 
「令和 5年度【中学校】授業アイディア例」・「報告書(P46～47)」を参考に作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
❶文章の内容を把握することに課題がある。 ※無回答率が最も高い。 
❷文章の内容を把握し、考えを持つことができていると思われるが、考えを書くための知識・技能が身に 
  付いていない。 

誤答例の分析と課題 

指導改善のポイント【授業例】 

⑶ 下線部の問いに答えるように,、あなたの考えを Yesまたは Noではじめ、その理由を 10語以上 

  の英文で書きなさい。ただし、Yesまたは Noは 10語に含めます。また、文の数は問いません。 

〈正答例〉 ・Yes, I do. I think tourism is important for Okinawa. 

       ・No, I don’t. If many people visit Okinawa, we will 

have problems. 

〈誤答例〉 ・Yes, I do. I think many people visit Okinawa. 

       ・Yes, I do. Many people is visit Okinawa good. 

       ・No. Many people Okinawa visit is bad. 

        ※質問に正対しない答え、語順の誤り、不完全な文構造の使用など 

When you read the speech, find the main point of each 

paragraph. You can mark the main point on your tablet.  

2．各段落の主な内容を捉える。 

1．文章を読む目的を把握する。 

3．段落の関係を把握する。 

4．考えを「聞く」「話す」で交流する。 

  ➔考えを書く 

※概要をまとめた英文をグループで 

  比較・検討する活動も有効です。 

Yuta wrote a speech on the issue of overtourism in Okinawa. 

Let’s read it to understand the outline. Then, let’s exchange 

ideas. 

 
〔読むこと・書くこと（領域統合）〕 

【趣旨】 ９⑶ 社会的な話題についての英文を読み、要点を捉え、その内容について自分の考えと理由を書くことができる。 

      ※８⑵ 日常的な話題についての会話文を読み、概要を捉え、その内容について適切に書くことも課題! 

特に課題の見られた領域・問題と指導改善のポイント 

   問題 次の英文は,、中学生の悠真（Yuma）が書いたスピーチ原稿です。 

       原稿を読んで、後の問いに答えなさい。 

具体的な設問例 

【大問 9⑶】 
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〈各教科の指導改善のポイント〉 

          ★中学 3年生  国語 

          ★中学 3年生  社会 

          ★中学 3年生 数学 

          ★中学 3年生 理科 

          ★中学 3年生 英語 
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中学 3年生 

国語 
領域・問題番号 〔第 2学年 B書くこと ⑴ウ〕 大問 1⑷ 

出題の趣旨 根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり、表現の効果を考えて描写したりする

など、自分の考えが伝わる⽂章になるように工夫すること。 

具体的な設問 知念さんは、【知念さんの疑問の答えと考えたこと】を、レポートとしてクラスに掲示し

ようと考えました。（中略）。国吉さんのアドバイスを踏まえ、（※）に書き加える内容

を、あとの条件にしたがって書きなさい。 

 

 

 

 

指導改善の 

ポイント 

□「書くこと」を指導する際には、単元の中で、生徒に「身に付けさせたい力」を発揮さ

せたり、試行錯誤したりする場面を意図的に設定することが重要である。 

□今回の指導事項においては、「根拠の適切さを考える観点」を設定し、書いた文章 

  を読み直したり、自分の考えが伝わりにくい部分に説明や具体例を加えたりする 

  場面を設定する等の学習指導が考えられる。 

〔教師の発言例〕 

 

 

 

 

 

 

 

中学 3年生 

社会 
領域・問題番号 〔第 3学年 C歴史 ⑴ア(オ)〕 大問 1⑵ 

出題の趣旨 普通選挙法と治安維持法という、民主主義の拡大と抑制という矛盾した内容の法律

が同じ年（１９４５年）に出されたものであることを考えさせたい。 

具体的な設問 普通選挙法と同じ年に制定され、国の体制を変えようとしたり、私有財産制を否定し

たりする社会主義の動きを取り締まるための法律を何と言いますか。 

指導改善の 

ポイント 

【ポイント 1】歴史的分野の学習のねらいを具体化した授業展開                

歴史的分野の学習のねらいを具体化した授業展開                                                   

□「我が国の歴史の大きな流れ」を「各時代の特色を踏まえて理解する」という歴史的

分野の学習の基本的なねらいを踏まえ、政治の展開、社会の様子などに着目し、学

習した内容を関連付けて、言葉や図などで表したり、互いに意見交換したりする活

動を取り入れることが重要である。 

 

【ポイント 2】                                                

様々な視点や方法を用いて調べた事実を、相互に関連付けて考える場面の設定                                              

□今回の指導事項においては、「普通選挙法」と「治安維持法」が制定された意味や意

義を理解するために、当時の国際情勢と政府の意図などキーワードを紐づけて考

えたり、国民と政府など違った立場から考えたりする場面を設定する等の学習指導

が考えられる。 

 

 

今日は、「根拠の適切さを考える

観点」に沿って、自分が書いた文

章を読み直します。そのあと、同

じ観点で友達の文章も読み合い、

感想を交流します。 

 

 

□根拠は、確かな事実等に基

づいている。 

□根拠となる事実等をちゃ

んと解釈した意見である。 

□意見が根拠に支えられて

いる。 

 

条件 2 敬語以外に、どのような言葉を発するのがよいと思うか、(以後省略) 

条件 3 あなたが条件 2で考えた言葉は、相手とのコミュニケーションにおいて、 

       どのような役割を果たすと考えるかを書くこと。 

特に意識して取り組んでほしい領域・問題 
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中学 3年生 

数学 
領域・問題番号 〔第 2学年 B図形 ⑵イ(イ)〕 大問 1⑵ 

出題の趣旨 図形の性質や関係を論理的に考察し、表現できるかどうかをみる。【理由の説明】 

具体的な設問 【平行四辺形になる理由の説明】 

平行四辺形ABCDにおいて、辺ABの中点をE、 

辺CDの中点をFとする。また、辺AFと辺DEの 

交点をP、辺BFと辺CEの交点をQとする。 

このとき、四角形EQFPが平行四辺形になる理由

を説明しなさい。 

指導改善の 

ポイント 

□証明の方法について理解するためには、方針を立て、それに基づいて証明すること 

  が大切である。そのため、「したがって」、「よって」などの言葉や用語、記号を適切に 

  用いて自分なりに表現することから始め、２つの証明を読んで相違点や誤りを見つ 

  けるなど、証明を評価・改善する活動を適宜取り入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学 3年生 

理科 
領域・問題番号 〔第 3学年 2分野 ⑸生命の連続性〕 大問 1⑶① 

出題の趣旨 与えられた資料などを活用し、探究の過程において見通しを持ち、必要な操作を指摘

できるかどうかをみる。 

具体的な設問 (会話文中に示されたアサガオの開花時の特徴を読み取り、)「アサガオの花を他家受

粉する際、事前にどのような操作を行うべきか、「つぼみ」という語句を用いて書きな

さい。」という設問で、アサガオの交配実験の際に自家受粉しない条件を満たすよう、

必要な操作を答える思考力・判断力・表現力を問う設問である。 

指導改善の 

ポイント 

【ポイント１】 実験の「目的」と「見通し」を明確にするための言語活動の設定 

■実験を「手順通りにやること」が目的化し、何のために実験を行うのか、どのような 

  結果が予想されるのかといった見通しが立てられていない可能性がある。 

□実験の方法、手順を教師が示すだけではなく、生徒自身が仮説を設定し、仮説を 

  もとに実験・検証計画を立てる活動を取り入れる。 

【ポイント 2】 「対照実験」を応用した理科の見方・考え方を働かせる場面の設定 

□操作をする場合と、しない場合の「相違点」に着目し、「比較」「関連付け」「条件制御」 

  といった理科の見方・考え方を働かせる場面を設定する。これらの見方・考え方を 

  生徒自身が見いだし、働かせるような効果的な教師の発問を計画する。 

【ポイント 3】 観察や資料から「仕組み」を読み取る活動の強化 

■現象や操作の「事実」を覚えることに終始し、「なぜその操作が必要なのか」という 

  根拠となる生物の仕組みや、性質の理解が不十分になっている可能性がある。 

□観察に用いる生物の構造と働き、生育の過程に焦点を当てるといった目的を持た 

  せた観察・考察の活動を充実させる。 

【授業例】 

⑴成り立つ事柄を明確にする。 「（予想）四角形 EQFPはどんな四角形か。」 

⑵根拠を示すには、どんなことが言えればいいか。「（根拠）平行四辺形の定義や性質」 

⑶四角形 EQFPが平行四辺形になることを説明する。「（説明）数学用語の活用」 

⑷説明の過程を振り返る「（統合・発展）他にも説明する方法はないか。」 

証明を書くことについては、書き方に拘ることをせず、３年生までを見通し、次第

に簡潔・明瞭なものとなるように段階的に指導していくよう配慮する必要がある。 

特に意識して取り組んでほしい領域・問題 
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中学 3年生 

英語 
領域・問題番号 〔第 3学年 書くこと ア〕 大問 1⑵ 

出題の趣旨 文法事項や言語の働きなどを理解して正確に書くことができるかどうかをみる。 

具体的な設問 与えられた単語を適切な形に変えて、会話が成り立つように英文を完成させる。 

〈友達同士の会話〉 

A: You went camping last weekend. How was that? 

B: It was great. Many *stars ( see ) in the night sky. 

A: Sounds cool.                                             *star  星 

指導改善の 

ポイント 

□実際のコミュニケーションにおいて複数の表現を取り上げた上で、使用した表現を 

  共有し、分類や比較を通して表現がもつ言語の働きを考えることが大切です。 

⑴言語面における生徒の気付きを促す工夫 ➤板書の活用（相違点の視覚化） 

  教師が、生徒とのやり取りを通して、多くの例文を引き出した後、左右を比較しなが 

  ら相違点に気付けるように板書にまとめ、視覚化する。 

〈例〉 

 

 

 

      「平成 31年度(令和元年度)【中学校】授業アイディア例」を参考に作成 

⑵使用の正確さを高める工夫 ➤ICTの活用(英文の添削) 

  話すことで表出した英語表現を書く活動につなげる。正確性を向上させるために、 

  AIを活用した文章アシストツール（DeepL Writeなど）の活用も有効である。 

  日本語で書いた文章を翻訳させるのではなく、生徒自身に英文を書かせることが

大切である。 

 

言語の正確さを高めるためには、ある程

度時間がかかることに留意して、何度も

様々な既習表現に触れ、言語活動と効果

的に関連付けて指導しましょう。 

特に意識して取り組んでほしい領域・問題 
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